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最近の主な活動 

【校塾連携活動・CLIL 教育活動 等】 

〇２０１０年後頃より 当教室にて英語で算数・数学の指導 

〇２０１２年～現在 大阪府立八尾高校『応援団長』 

   ４月 新入生オリエンテーリング宿泊研修にて講演 

  １０月 保護者生徒合同進路説明会にて講演 

  １２月 高校２・３年生対象『ロングラン学習会』にて講演と講義 

       ２０１６年より『英語でセンター試験数学問題』など CLIL 教育の実践 

〇２０１３年・２０１４年・２０１７年 近畿大学附属高校にて教育講演 

〇２０１５年～２０１７年 私立浪速高校『特命講師』 

   『須原プロジェクト』による『須原組』約２０名を３年間に渡り指導 

       ２０１５年より『英語で関数総論』など CLIL 教育の実践 

〇２０１６年より 当教室にて『SUHARA式 J – CLIL 教育テキスト Mathematics』を本格的に実践 

〇２０１８年より 当教室にて『大人のための英語で算数サロン』の実践 

 

 

【講演・発表 等】 

〇２００９年 公益社団法人全国学習塾協会主催『塾の日フェスティバル in 兵庫』 

京都大学教授西村和雄先生・灘中学校高等学校校長和田孫博先生と３人でパネルディスカッション 

〇２０１３年 国際教育学会 in 京都大学にて『塾教育』について発表 

                 学術誌『Quality Education vol.6』に発表原稿掲載 

〇２０１３年 『私塾・私学・企業 教育ネット要覧』出版記念祝賀会  

in 私学会館アルカディア市ヶ谷 

第一部 記念講演『塾教育 －実践報告と今後の展望－』 須原秀和 

第二部 特別講演『オリンピック東京招致について』下村博文文部科学大臣 

〇２０１４年 『月刊私塾界』主催 リーダーズフォーラム２０１４ in グランフロント大阪 

   『特別対談 これからの私教育の可能性を問う』灘中学校・高等学校校長和田孫博先生と対談 

〇２０１７年 国際教育学会 in 京都大学 

『英語で算数・英語で数学 －CLIL 教育の実践と展望－』について発表 

〇２０１７年 京都府教育庁にて 

教育長・首席総括指導主事・総括指導主事・府立洛北高校・鳥羽高校などの校長先生方に講演 

『SUHARA 式 CLIL 教育テキスト』（見開き２ページ日英両言語参照型）の紹介 

〇２０１７年 大阪教育大学にて『教えることと育てること』について講演 

         将来英語教師を目指す大学生・大学院生に語る 

〇２０１８年 関西私塾教育連盟結成５５周年記念式典にて記念講演 

         『グローバル時代における教育 －塾からの指導法の提案－』 

SUHARA 式 CLIL 教育テキスト使用の実践報告 
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私は須原秀和です。大阪府八尾市で小さな個人塾をしています。１９７９年創塾以来、講師を雇わず妻

と二人だけで小学４年生から大学受験生まで指導しています。 

 

１０年余り前に、大阪大学において、英語で授業を行うためのマニュアル作りがなされました。如何に

専門的レベルを下げないで英語で授業を進められるか、若手の先生方を中心に議論が重ねられ、そのシ

ンポジウムに一度参加させていただいたことがありました。『大学の授業が英語でなされるようになると、

高校や中学の授業も変わるだろう…』塾で教える私にも、英語で算数や数学を教える必要性が出て来る

のではないかと考えました。 

 

本日の私のテーマは『塾におけるCLIL 教育の実践報告』です。 

発表内容は、 

１．語学教育について  

２．須原英数教室での実践授業風景  

３．『SUHARA 式』以前の教材の一例…関数総論  

４．『SUHARA 式』教材による大阪府立八尾高校での実践報告  

５．『SUHARA 式』教材による『大人のための英語で算数サロン』風景    

６．結論 … 提案                          

です。 

 

 

１．語学教育について 

先ず、語学教育についてですが、英語の専門家の先生方を前にしてお話しますのは、「釈迦に説法」だ

と思います。ただ、私の理解が間違っていないかを、皆様に確かめていただければ嬉しく思いますので、

「盲蛇に怖じず」の気持ちで発表いたします。２０１７年９月、京都大学で開かれました国際教育学会で

の発表と、２０１８年６月大阪で開催されました、私が所属しています関西私塾教育連盟結成５５周年

記念式典での講演内容をもとに、そのポイントをスライドをご覧いただきながらお話します。 

 

語学力を高める主な教育方法には、  

ⅰ イマージョン教育(immersion)  

ⅱ CBI 教育(Content-Based Instruction)  

ⅲ CLIL 教育(Content and Language Integrated Learning) 

の３つがあります。それぞれの主な特徴は、ⅰ イマージョン教育はネイティブスピーカーが教える『科

目教育』であり、 ⅱ CBI 教育は語学教師が教える『語学（英語）教育』です。また、ⅲ CLIL 教育

は非ネイティブスピーカーが教える『科目と語学』の両方の習得を目指す語学教育といえる、と理解して

います。 

 

私が実践しています英語で算数・数学の授業は、非ネイティブである点で英語イマージョン教育では

ありません。また、教科教育である点で CBI 教育とも CLIL 教育とも言い難いものです。いずれも語学

教育であり、特に CLIL 教育にいう『教科』の内容は、私が指導しています教科の内容とは質もレベルも

異なっていると思います。それぞれを定義することは難しいし、定義をすることにどれくらいの意義が

あるのか疑わしいと文献にはありますが、京都大学で行われました国際教育学会での発表に際して、一
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応私は新しいカテゴリーの提言を行いました。 

 

 非ネイティブが、英語以外の教科（私の場合は数学）を、英語を交えて指導する教育、これを『J - 

CLIL 教育』と呼ぶことにしたのです。塾(JUKU)で始まり、他教科と英語が結合(Join)した教科指導方

式が、やがてグローバル教育の一つとして日本(Japan)中に広がることを期待し、３つの J を合わせて

『J - CLIL 教育』と名付けたのです。当初は日本クリル教育学会（J-CLIL）の存在を知らず、私としま

しては良いネーミングだと思っていたのですが、躍動感を表すためにＪを筆記体にしているとはいえ、

同じ名前が存在するのはよくありませんので、今後はこの名前の使用を控えなければいけないかなと思

っているところです。 

 

 

２．須原英数教室での実践授業風景  

私が実践しています『英語で算数・数学』の授業は、上記のような指導理論の存在を知らずに、８年ほ

ど前より自分の楽しみとして『英語で算数・英語で数学』の指導を始めたものです。それが本格的にでき

始めたのは、２０１５年の秋、教育開発出版『THE SHIN-CHU-MON』７th  grade と、２０１６年

春の『帰国子女用数学教科書』（啓林館）との出会いでした。 

 

教育開発出版が発行しています『新中学問題集』は、『新中問』の愛称で親しまれ中学校や塾で教材と

して使われているもので、４０年の歴史があります。その中の数学新中問を英語版に作成したものが、

『THE SHIN-CHU-MON』７th  grade から９th  grade の３冊です。日本では最初の英語版数学問

題集です。 

 

 『SUHARA 式』テキストとは、資料３の２ページから１９ページと２９ページから３９ページにその

いくつかを抜粋して掲載しています。左側のページに日本語の数学検定教科書を、右側のページに内容

が全く同じ英文の帰国子女用教科書を、見開き２ページに合わせただけのものです。英語の対訳本はあ

りますが、教科教育用の教科書としてのものはなく、私はオリジナルアイデアとして『SUHARA式』と

名付けました。教科書会社の啓林館からは自塾での使用許可をいただいています。 

 

 この『SUHARA 式』テキストの特徴は、恐らくこれまでになかった画期的な教科書で、左のページに

日本語があることから、教える者も教えられる生徒も安心して使える数学教科書です。これからのグロ

ーバル教育に求められる教科書の一つになるのではないでしょうか。従来の英語のテキストが、日本語

から英語への思考過程だけだったのに対して、馴染みのある世界共通の数式や図形によって、英語の意

味するところを推測でき、英語から日本語への思考過程が加わり、生徒の多くが英語を身近に感じるの

です。また、学校の先生のお話によれば、来日している留学生の数学指導に役立つという、予想外の効果

もあります。 

  

 それではどれくらいの英語を交えるのか。これは指導者の英語力と指導される側の生徒の英語力で臨

機応変に対応できるものです。『SUHARA 式 J – CLIL 教育テキスト Mathematics 』を使った場合、

アルファベットから学ぶ今の中学１年生では１０～２０％、中学２年生では３０～４０％、中学３年生

では７０～８０％くらいです。２０２０年以降は、小学生で英語の授業が行われますので、中学１年生か

らでも５０％くらいは可能だと考えています。 
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 それでは、『SUHARA 式 J – CLIL 教育テキスト Mathematics 』を使った教室での授業風景を動画

と写真で紹介します。小学生はテキストを使わず、耳からだけの知識で学びます、四則計算や分数・小数

の式も読むことができます。中学生の３つの学年は、私が指導します『SUHARA式 J – CLIL 教育テキ

スト Mathematics 』使った授業と、３年生だけは更にネイティブのカナダ人Joseph Ｔａｍ氏（通称

セフさん）の、ほとんどオールイングリッシュの授業とがあります。高校生の授業は、その内容をセフさ

んに一任し、彼が作成したかなりハイレベルな数学教材を使った英語イマージョン数学授業を行ってい

ます。 

 

 〇 授業風景（１）小学生算数教室（６年生）    １分 45秒 

〇 授業風景（２）中学１年生 文字式       １分  0 秒  

〇 授業風景（３）中学２年生 図形  

 〇 授業風景（４）中学２年生 図形 

〇 授業風景（５）セフさんの中学３年生二次方程式 １分  25 秒   

 〇 授業風景（６）高校生 The Tragic Genius   １分 38秒  

                                                              計 ５分 ４８秒 

 

 当教室の教え子たちの率直な感想や意見は、この資料の P.６～９に掲載しています。 

 

 

３．『SUHARA 式』以前の教材の一例…関数総論  

 次に、『SUHARA 式』以前の教材について簡単に述べます。中学で学ぶ関数と高校で学ぶ関数との間

にはかなりのレベルの差があります。しっかりした理解をしないまま、ただ教えられた通り式を書き、グ

ラフを描いている高校生も結構多いのです。そこで、関数総論と題し中学関数と高校関数の橋渡し的な

内容を、１回２時間４回計８時間の短期集中講座用テキストを、英語を交えて作成しました。 

 

私は２０１５年より３年契約で浪速高校特命講師となり、須原プロジェクトとして須原組１９名を指

導しました。私の作成したテキストを浪速高校情報科の先生方が、指導しやすいようにパワーポイント

にして下さったものです。その一部をお見せします。特に、基本的な三角関数 sin のオリジナルのグラフ

が、拡大・縮小あるいは平行移動をして、複雑なグラフになることがよくお分かりいただけると思いま

す。電子黒板を使った、数学や理科の実験結果を表したグラフや図などは、すでに学校教育現場でもなさ

れていることだと思います。この関数総論の場合は、英語で解説をしている点でそれらのものとは異な

ると思いますが、やはり見開き２ページの『SUHARA 式』テキストほどわかりやすくはありません。 

 

 

４．『SUHARA 式』教材による大阪府立八尾高校での実践報告 

これよりは大阪府立八尾高校での実践報告を中心にお話します。『最近の主な活動』に記載があります

ように、私は大阪府立八尾高校の『応援団長』をお引き受けして満８年になろうとしています。これまで

４人の校長先生と親しくお付き合いをさせて頂いていますが、現在の藤井光正先生は一番若く、エネル

ギッシュな校長先生です。大阪府立高校校長先生同士のメールマガジンに、英語でセンター試験数学問

題を解く様子を掲載して下さっています（この資料 P. １２ 参照）。それでは、二次方程式の解の公式

を八尾高校生が英語で読んでいる様子をご覧下さい。 
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〇 八尾高校ロングラン学習風景（１）   １分  ０秒 

 

 ウオーミングアップをしたうえで、いよいよセンター試験問題を英語で考えてみようという段階に入

ります。難しいと思っていた４０人の八尾高生たちが、興味を覚え、意欲的に熱心に取り組んでいる様子

をご覧下さい。１分から２分のビデオです。 

 

〇 八尾高校ロングラン学習風景（２）   １分  ０秒 

〇 八尾高校ロングラン学習風景（３）   １分 １０秒 

〇 八尾高校ロングラン学習風景（４）   ２分  ７秒 

                        計 4分 17 秒 

 

 

 

塾生諸君の声 

『英語で算数・英語で数学』の授業を、子供たちはどう思っているのでしょうか。 

友達に紹介するつもりで、一言ずつ正直に書いてもらいました。 

今回、それをそのまま活字に変えました。 

 

〇 小学４年生 

    １１＋２３＝３４ イレブン プラス トウェンティスリー イーコールズ サーティーフォー 

ひき算もかけ算もわり算も英語で読めます。うれしいです。 

 

〇 小学５年生 

    １４＋（２×８－６）＝１４＋１０＝２４ フォーティーン プラス オープン パレンシス トゥ 

タイムズ エイト マイナス シックス クロウス パレンシス イーコールズ フォーティーン 

プラス テン ウィッチ イーコールズ トウェンティフォー お母さんが知らない英語も知ってる

よ。 

 

〇 小学５年生 

    トライアングル（三角形） スクエア（正方形） ペンタゴン（五角形） ヘキサゴン（六角形）  

トラぺゾイド（台形） パラレログラム（平行四辺形） サークル（円） ドデカゴン（十二角形）  

   デカゴン（十角形） 図形の名前はもっと知っているけど。 

 

〇 小学６年生 

    ３：４＝□：２０ スリー トゥ フォー イーコールズ ボックス トゥ トウェンティ 比の式

も英語で読めてお母さんもびっくりしています。英語が好きになった～！ 

 

〇 小学６年生 

    ５×５×３．１４×８＝６２８（㎤） ザ ボリューム オブ ザ シリンダー イズ ファイブ 

タイムズ ファイブ タイムズ スリー ポイント ワン フォー タイムズ エイト イーコール
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ズ シックスハンドレッド トウェンティエイト キュービックセンチメーターズ 体積も面積も式

を英語で読めます。 

 

〇 小学６年生 

    ７６６０÷３１＝２４７…３ セブンサウザンド シックスハンドレッド シックスティー ディ

バイディド バイ サーティーワン イーコールズ トゥハンドレッド フォーティーセブン ウィ

ズ リメインダー オブ スリー 余りも英語で言えます。 

〇 中学１年生 

    １年生の間は色のついたところを読むだけだから英語が苦手な子でもできるよ。英語の文を自分で

読んでいるときでも、先生が読み方を言ってくれてサポートしてくれるから安心。算数や数学が苦手な

子でも先生の言った式で問題を解いていれば成績も UP !! 

 

〇 中学１年生 

    英語で数学をして、難しい表現は先生が教えて下さるので、学校の授業では習わないような英語の表

現が知れて、とても面白いです❕ 

 

〇 中学２年生 

     一次関数などの問題の答えが英語で書けるようになったり、分数や小数などが入った色々な式を読

めた時は達成感があってとても楽しいです。 

 

〇 中学２年生 

    英語で数学を勉強していたら普通の英語の授業では教えてもらえない単語をたくさん知れたり、連

立方程式の利用の問題の答えを英語で書けるようにもなりました。最初は読めなかった英語の文が今で

は読めるようになって嬉しいです。 

 

〇 中学２年生 

    日本語でやる数学よりも楽しくて、英語も学校より進んだ内容なので、毎回の授業がとても楽しみで

す。英語に対する抵抗がなくなりました。 

 

〇 中学２年生 

    英語と数学どちらものばしたい方にオススメ！！ 

 

〇 中学２年生 

英語で数学をして思ったことは、教科書左のページには日本語右のページには英語がかかれているの

でとても分かりやすいということです。まだ習っていない単語か文法の使い方が出てきたとき、先生が

ちゃんと説明してくれるので良いと思いました。 

 

〇 中学３年生 

    僕は、今まで CLIL教育やイマージョン教育を受けてきて、初めは数学に英語が加わることは、あま

り気が進みませんでしたが、今はとてもこの方法が好きです。それは英語面では普段習うことのない専

門的な単語を知ることができ、知識が広がるからです。加えて、数学面でも英文の解説をして２回その
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分野を学ぶことができるので、数学面でも良いと思います。 

 

〇 中学３年生 

    私はいつも数学を英語で授業を受けています。難しさはありますが、やっていくうちによく分かって

くるようになってきて、今では右側にある英語を見てどういう意味なのかだんだん分かるようになり楽

しいです。 

 

〇 中学３年生 

    ぼくは、英語イマージョン数学教育と英語を交えた数学授業は難しそうだなと思っていました。しか

し、授業が始まると思っていたより難しくなく、逆に楽しいくらいでした。数学の成績に影響すること

はなく英語と数学が同時に学ぶことができます。 

 

〇 中学３年生 

    須原英数教室では最先端の J-CLIL教育とイマージョン教育をやっています。日本でもおそらくここ

だけでしょう。僕が入塾した時からやっていて、とてもためになると思っています。将来にはもっと役

に立つと思います。“数学は世界で通じます” 

 

〇 中学３年生 

    僕は約１年半クリル教育による英語で数学の授業を受けてきました。最初は数学を英語で勉強する

ことに戸惑いそして難しいと感じていました。しかし、今となっては、中２の最後に勉強した語順訳と

英語で数学の授業によってつちかわれた長文を読む力によって長文読解の問題を速く読み、そしてより

正確に訳することができるようになりました。このことは大きな進歩だと思っています。 

 

〇 高校１年生 

    週に１回のネイティブの先生による数学の授業は、学校の授業とは違い、明るく、楽しく、英数の両

方を学べます。 

 

〇 高校１年生 

    英語で数学を勉強することで、特にリスニング力が向上した。また、日本だけではなく世界の数学に

も興味を持つようになった。 

 

〇 高校１年生 

    It was difficult for me to understand Seph’s English. But through Seph’s English math classes, I 

can learn a lot of English and mathematical knowledges. So, I think that it is very meaningful to 

take this class. 

 

〇 高校１年生 

    英語で数学は数式の読みや英語の表現等々で新鮮な刺激を与えてくれます。また、こういった経験は

グローバル化がより進んだ将来、具体的には論文などを書く際に役立つのではないか、そう思います。 
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〇 高校１年生 

    私が Seph先生の英語で数学の授業を受けさせてもらって、一番良いと思ったことは、実際の外国の

式の読み方がわかることです。まだ数回しか受けていないけれど、読み方や日本と外国の差など初めて

知ったことがたくさんあります。このような経験はなかなか出来るものではないので嬉しいです。 

 

〇 高校１年生 

    学校では絶対習わないことですが、将来必ず役に立つことをたくさん学べます。また、学校や学年も

違う人と一緒に学べて、先輩方の成功や失敗にかかわらず実際の経験を直接聞く機会も多いので、勉強

だけでなく様々な場面で役に立っています。 

 

〇 高校１年生 

    大学では理系に進もうと思っているので、英語で数学を学べるのはとても良い経験だと思っていま

す。先生も丁寧に教えて下さるのでだんだん英語で理解できるようになってきました。 

 

〇 高校２年生 

    私は数学があまり好きではなくて、「英語で数学をする」と聞いて、最初は不安でした。日本語でも

理解するのに時間がかかるのに、英語になったら何もできないのではないかと思っていました。いざ授

業を受けてみると、数学も難しい問題ではなくて、また、新しい英単語を身に付けることができて、と

てもためになるなと感じました。ネイティブの先生なので発音を学ぶことができます。英語を聞くこと

が楽しいので、私にとって良い授業になっています。 

 

〇 高校２年生 

    英語で数学をするのは難しく、知らない単語もあるけど、説明が丁寧で、学校で習わないような数学

も授業で取り扱ってくれるので楽しいです。とても貴重な経験をさせて頂いていることに感謝していま

す。 

 

〇 高校３年生 

    英語で数学を学ぶことによって、英語力と数学力を同時に身に付けることができます。このような貴

重な経験を得ることができるところは本当に少ないと思います。また、日本と外国との風習の違いも知

ることができます。 
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八尾高校『ロングラン勉強会』に参加した生徒諸君の感想文を、アンケートから一部掲載いたします。 
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以上は２年生からのものです。私の教室で学んでいる生徒もいます。以下は１年生からです。 
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テレビでよくお見掛けする京都大学ご出身の福岡伸一先生です。記事の後半に書いておられますように、留

学中にご苦労があったのだなと容易に想像がつきます。いざ勉強しようと思っても自分で教材を作らなくて

はならないほどテキストは存在しませんし、生徒諸君は学ぶ機会がほとんどないのです。福岡先生のように学

者にならなくても、これからのグローバルな時代を生きていくには英語で数式や化学式が読めるくらいの英

語力は、必要ではないかと考えています。 

 

 私は大阪府立八尾高校の校長先生から依頼を受けて、『八尾高校の応援団長』をお引き受けして８年目にな

ります。数年前、『見開き２ページで日英両言語参照型』の教科書『SUHARA 式 J – CLIL 教育テキスト 

Mathematics 』をご覧になった進路担当の先生から、『理系に進むと英語で卒業論文を書かなくてはなりませ

んが、それを敬遠して理系の大学受験を諦める高校生もいるのです。中学の頃から英語で数学を学んでおれば、

抵抗感が少なく、理系受験のハードルが下がるように思います』というお話をお聞きしたことがあります。そ

の先生は非常に熱心な方で、ご自身の化学の授業の中でも英語の専門用語を取り入れながら指導されていま

す。また昨年の秋、『今年のロングラン勉強会は英語でセンター試験数学問題の指導をやっていただけないで

しょうか？』とご要望があり、セフさんの協力を得て過去問題の翻訳から始め、それを実践しました。 

 

 『見開き２ページで日英両言語参照型』のテキストは、左側に日本語が右側に英語がありますので、大した

英語力の無い私にとりましても、教えられる生徒に取りましても、ともに安心して楽しく学習できる良さがあ

るのです。２０１７年は４０名ほどが参加してくれましたが、いつも熱心に私の話を聞いてくれますので大変

嬉しく思っています。最初は英文の問題を見て戸惑った表情をしている生徒たちが、英語で式が読めてわかり

始めますと、だんだんと明るく楽しそうな顔つきに変わります。塾での授業ばかりではなく、八尾高校のロン

グラン学習においても、生徒諸君が自信をもって勉強に打ち込んでいく様子が、指導しています私に伝わって

くる思いでした。その時の様子を大阪府立高校校長メールマガジンに、藤井校長先生が投稿して下さった記事

が左ページです。 

 

 

 

 



14 

 

 

５．『大人のための英語で算数サロン』風景  

 私の教室での英語で数学の授業の様子を我が子から聞いた保護者から、自分たちもやってみたいとい

う声が上がり、１～２か月に一度、日曜日の午後を使って開いていますのが『大人のための英語で算数サ

ロン』です。以下の文章は、保護者の皆様に配布しました『開催のお知らせ』（２０１９年２月１３日配

布）の一部です。 

資料３に掲載のテキストと授業風景の写真をご覧下さい。 

 

 

昨年度、４回シリーズで主に小学生の教科書を利用して、足し算・引き算・掛け算・割り算を、

日本語・英語両言語併用型『SUHARA 式テキスト』を用いて、『英語で算数』のひとときを楽

しみました。４月から、新シリーズを開設します。分数・小数の分野が残っていますが、その後

は中学生の教科書を利用した内容で指導いたします。丁寧に、わかりやすく、そして楽しく解説

をしていきます。『保護者のための…』としないで、『大人のための…』としていますのは、ご近

所やご友人をお誘いいただけても良いと考えたからです。 

途中２０～３０分お茶の時間を設けたいと思っています。時には教育相談会になるかも知れ

ませんが、特に受験生を持たれる保護者の方には、ストレス解消の場にもなっていただけるの

ではないでしょうか。 

毎回ご出席できなくても構いません。新シリーズに奮ってご参加下さい。 

 

原則、毎月１回、第２か第３の日曜日、午後２時から４時。 

費用は１回５００円（お菓子と配布資料代です）ご出席の時にお支払いください。 

 

予定日：   

       ４月１４日  分数Ⅱ・小数Ⅱ 

       ５月１９日  正負の数・文字式 

       ６月１６日  平方根 

       ９月 ８日  方程式 

１０月２０日  関数 

      １１月１０日  図形の基礎・作図 

      １２月 １日  合同 

       ２月１６日  相似 

 

以上の各日曜日です。 
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６．結論  …  提案 

 

冒頭でも述べていますように、私は『イマージョン教育』や『クリル教育』の理論の存在を知らずに、

ただ英語で算数や数学を教えられたら楽しいだろうと考えました。しかし、私の英語力では英語を交え

て授業をするのが精一杯です。試行錯誤の末、たどり着いたのが左側に日本語があり、右側にその英文が

ある『見開き２ページで日英両言語参照型』の教材でした。最初は左側に英文を表記していましたが、右

と左が異なるだけなのに、生徒諸君には英語に対する圧迫感のようなものがあるのか、あまり好評では

ありませんでした。ですから、今は右ページに英文を置いています。 

 

 『イマージョン教育』や『クリル教育』の定義についても一応触れていますが、私はその道の専門家で

はありませんし、定義をすることそのものにどれくらいの意義があるのかもよくわかりません。ただ、そ

の授業のポイントが、『語学教育』＝英語にあるのか、数学や理科といった『教科教育』にあるのかとい

う観点からすれば、私のやっている授業は算数・数学の指導に力点がある『教科教育』だと考えています。

ですから、その中に何％の英語を交えるか、どのような教材を使いどのように授業を進めるのかという

ことが問題になります。 

 

私の教室の塾生や八尾高校の生徒諸君の感想文からお分かりいただけると思いますが、どの学年の生

徒も、めったに経験することのない授業に、目を輝かせ、喜んで、勉強に打ち込むようになります。たっ

た２時間の集中講義でも、八尾高校の生徒諸君がそうであったように、自分たちが学ぶ喜びを味わって

いるのだと思います。大切なことは、とにかく楽しく授業をすることです。 

 

ネイティブが母語を使い本場の表現で数学や理科などの教科を指導すれば、発音や表現において更に

はリスニング力養成において、非ネイティブは太刀打ちできません。しかし、生徒諸君がどれだけ理解で

きているかどうかは別問題です。また、ネイティブに語学教育はともかく教科教育を指導できる教育力

があるのかも問題です。私は、日本人が日本語をベースにして、時々英語を交えながら教科を指導する方

が、今の日本人の中学生・高校生にはむしろ授業内容をよく理解させることができ、副産物として英語に

も興味と実力をつけさせることができるのではないかと、経験上そのように感じています。その時には、

『見開き２ページで日英両言語参照型』の教材は必須のものであろうと確信を持っています。語学教育

が一般的に『英語⇒日本語』の思考過程であるのに対して、数式や図形は世界共通であり数学教育におい

ては『日本語⇒英語』の思考過程が加わって、英語での理解を促進するものと考えられます。その点では

教科の中でも数学を英語で指導することが、一番親しみやすく指導しやすい科目だと思います。 

 

 あまり大上段に構えるのではなく、①できるところから少しずつ英語を交えて授業をされること、また

その折の教材としましては、②左側に日本語を右側には英語を表記した見開き２ページものを作られる

ことを、ご提案申し上げます。子供たちの喜ぶ笑顔のために…。 
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